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高
速
道
料
金
引
き
下
げ
は

関
係
機
関
に
要
望
し
ま
す

相
原　

孝
彦 

議
員

　

近
年
、
環
状
線
の
大
型
車
の
交
通
量

が
増
え
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
う
騒
音
の

苦
情
や
、
道
路
の
修
繕
へ
の
対
処
は
。

　

盛
岡
環
状
線
の
道
路
管
理
者
で
あ

る
県
で
は
、
タ
イ
ヤ
と
路
面
の
接
触

音
を
舗
装
の
隙
間
で
吸
収
し
、
騒
音
の
低

減
や
沿
道
へ
の
水
は
ね
抑
制
な
ど
、
沿
道

環
境
の
改
善
に
効
果
の
あ
る
排
水
性
舗
装

を
施
行
し
て
い
ま
す
。

　

道
路
の
傷
み
は
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
毎

日
実
施
し
て
お
り
、
良
好
な
状
態
に
保
つ

よ
う
維
持
修
繕
し
一
般
交
通

に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
努
力

を
し
て
い
ま
す
。

①
盛
岡
西
バ
イ
パ
ス
の
具
体
的
な
見
通

し
は
。

②
高
速
道
路
の
料
金
引
き
下
げ
を
強
く
要
望
す

る
考
え
は
。

①
国
道
46
号
か
ら
「
分
レ
」
間
は
、

ま
だ
計
画
が
定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
財
政
状
況
や
社
会
情
勢
の
変
化
に

よ
り
、
事
業
化
は
相
当
厳
し
い
と
考
え
ま

す
。

②
盛
岡
中
心
部
の
国
道
4
号
な
ど
の
渋
滞

緩
和
と
、
沿
道
環
境
の
改
善
の
た
め
、 

高

速
道
路
の
料
金
割
引
実
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
　

割
引
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
と
ら
え

関
係
機
関
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

企
業
へ
の「
育
児
休
暇
」取
得
指
導
は
。

　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法

の
施
行
で
種
々
周
知
は
行
っ
て
ま
す

が
、
本
村
の
中
小
企
業
の
ほ
と
ん
ど
は
策

定
義
務
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
取

得
状
況
は
把
握
し
て
ま
せ
ん
。
県
内
の
14

年
度
の
実
績
で
は
、
女
性
は
75.
1
％
、
男

性
は
0.
9
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

若
者
の
雇
用
支
援
策
は
。　

　

30
歳
以
下
の
雇
用
の
支
援
は
、
盛

岡
市
内
に
あ
る
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
で
求

職
相
談
や
紹
介
、
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て

お
り
、
村
で
は
、
就
職
面
接
会
案
内
な
ど

を
広
報
紙
に
掲
載
し
て
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
11
月
下
旬
に
地
域
職
業
相
談
室
を
開
設

し
、
雇
用
相
談
員
を
2
名
配
置
し
、
就
職

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
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▲渋滞緩和などのため実験が行われた東北自動車道
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